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補
助　
　
　

真
殿
安
太
郎
・
湯
本
す
み

　

右
九
戸
十
名
を
以
て
特
別
有
志
員
と
相
定
め
候
事
但
し
御
書
録
内
十
六
兄
弟
抄
に
云
く
、
縦
ひ
こ
れ
よ

り
後
に
信
ず
る
男
女
あ
り
と
も
各
に
は
か
へ
思
ふ
べ
か
ら
ず
。
以
上
、
今
日
も
亦
た
此
御
書
の
如
し
こ
れ

よ
り
後
に
顕
本
講
へ
新
入
の
人
々
あ
り
と
も
日
容
は
各
方
が
今
度
の
篤
志
に
は
か
へ
思
う
べ
か
ら
ず
候
へ

ば
、
各
々
未
来
霊
山
浄
土
に
参
る
を
期
と
し
終
身
退
転
な
く
信
心
強
盛
に
尽
力
可
有
之
候
事

　
　

明
治
廿
年
三
月
二
十
七
日　

陰
暦
丁
酉
歳
三
月
三
日　
　

　
　
　
　
　

顕
本
講　
　

法
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
容　

花
押
」

　

と
あ
り
、
こ
の
全
く
同
じ
様
式
で
書
か
れ
た
も
の
が
、
右
記
十
人
の
人
々
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
特
に
同
志
の

結
束
の
為
に
、
兄
弟
抄
の
文
を
ひ
か
れ
て
、
こ
れ
よ
り
後
の
信
徒
は
同
じ
信
徒
で
も
、
今
こ
の
最
初
信
徒
の
十
人

と
は
同
じ
で
は
な
い
。
特
に
今
の
こ
の
最
初
十
人
の
信
徒
こ
そ
い
つ
ま
で
も
最
も
大
切
な
信
徒
で
あ
る
と
云
っ
て

い
る
。
更
に
十
日
後
の
同
年
四
月
六
日
に
は
、
こ
の
十
人
の
特
別
有
志
員
に
対
し
、
等
し
く
次
の
よ
う
な
教
訓
の

文
書
を
与
え
て
い
る
。

　

ま
ず
日
什
大
正
師
の
置
文
で
あ
る
が
、

六
、
津
山
顕
本
講
に
つ
い
て
（
つ
づ
き
）

　

津
山
に
顕
本
講
が
と
に
角
一
つ
の
形
を
と
っ
て
発
足
し
た
の
は
明
治
二
十
年
五
月
二
十
七
日
で
あ
る
。
勿
論
そ

れ
以
前
に
も
日
容
上
人
の
教
化
を
う
け
て
信
者
に
な
っ
た
人
々
が
あ
り
、
そ
の
人
々
は
時
に
ふ
れ
折
を
得
て
日
容

上
人
の
教
化
を
う
け
て
次
第
に
同
信
の
結
束
を
つ
よ
め
て
い
た
。
こ
の
頃
は
既
に
岡
山
に
お
い
て
も
同
じ
よ
う
に

上
人
の
信
者
が
一
人
二
人
と
教
化
に
信
服
し
て
数
を
ふ
や
し
て
行
っ
て
い
た
。
日
容
上
人
は
明
治
二
十
年
三
月

二
十
七
日
を
以
て
「
津
山
顕
本
講
特
別
有
志
員
」
を
定
め
、九
戸
十
名
の
人
々
を
は
っ
き
り
と
明
示
し
、そ
の
人
々

に
同
日
付
で
和
紙
罫
書
に
墨
書
し
て
、「
勧
進
書
」
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
本
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
与
津
山
顕
本
講
特
別
有
志
員
書

　
　

老
分　
　
　

井
上
喜
次
郎
・
河
野
與
六

　
　

幹
事　
　
　

神
崎
虎
蔵
・
井
上
幾
次
郎

　
　

会
計　
　
　

池
田
勝
蔵
・
林
伊
太
郎

　
　

周
旋　
　
　

小
林
伝
六
・
藤
田
定
市
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此
は
是
れ
昔
し
寂
光
寺
日
鑑
上
人
よ
り
面
受
口
決
せ
し
宗
教
宗
旨
な
り
若
し
疑
あ
ら
ば
鑑
師
の
書
を
見
る

べ
し
、
故
に
自
己
流
の
独
立
に
あ
ら
ざ
る
を
知
る
べ
し
、

然
る
に
日
容
が
信
徒
の
中
に
日
容
を
離
れ
て
独
立
す
る
も
の
あ
り
、
嗚
呼
何
な
る
学
識
、
何
た
る
卓
見
あ

り
て
、
何
な
る
大
法
を
悟
り
得
た
る
や
、
経
巻
相
承
は
僧
侶
に
す
ら
猶
許
さ
ず
況
や
俗
士
に
於
て
お
や
、

此
は
是
れ
西
方
の
大
天
増
上
慢
に
あ
ら
ず
し
て
何
ぞ
や
、
之
れ
を
鵜
の
真
似
を
す
る
鴉
よ
り
も
猶
劣
れ
り
、

鴉
は
水
に
浮
く
事
能
は
ざ
れ
ど
も
飛
び
上
り
て
溺
る
る
事
な
し
、
俗
士
の
宗
派
独
立
は
仏
海
に
浮
く
事
能

わ
ず
寂
光
に
飛
上
る
事
難
し
、
故
に
遂
に
無
間
大
城
の
火
坑
に
陥
ら
ん
事
恐
る
べ
し
哀
れ
む
べ
し
慎
し
む

べ
し
悲
し
む
べ
し
尚
を
委
く
は
他
日
御
書
を
引
て
証
す
べ
き
な
り

　
　
　

明
治
二
十
年
四
月
六
日　
　
　

日
容　

花
押

井
上
喜
次
郎
殿
」

 　

こ
の
よ
う
に
、
特
に
経
巻
相
承
の
深
い
意
味
に
つ
い
て
日
容
上
人
は
寂
光
寺
に
お
い
て
鑑
師
よ
り
直
受
し
た
こ

と
を
自
ら
明
言
せ
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
津
山
に
お
け
る
説
教
所
建
立
と
特
別
有
志
員
の
撰
定
に
あ
た
り
、
信

徒
の
中
に
多
少
の
動
揺
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
こ
に
こ
の
前
年
の
九
月
九
日
付
の
日
容
上

人
よ
り
篤
信
者
の
一
人
牧
安
次
郎
様
宛
の
手
紙
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
、

「
開
祖
日
什
大
正
師
御
置
文
写
」

　
　
　
　
　

定

一　

門
中
可
得
心
事
、
大
聖
の
御
門
弟
六
門
跡
并
に
天
目
等
の
一
流
皆
依
有
法

仏
法
共
背
大
聖
の
化
儀
処

不
同
心
也
直
に
日
什
は
仰
て
帰
日
蓮
大
聖
人
処
也
門
弟
等
深
く
可
存
知
此
旨
者
也
但
於
下
総
真
間
有
帰
伏

状
并
に
起
請
文
雖
然
依
違
法
門
并
に
法

大
聖
の
御
儀
捨
申
処
也
是
れ
捨
悪
知
識
之
質
也
右
日
什
之
門
弟
等

尋
此
旨
於
此
旨
違
背
の
輩
者
可
為
謗
法
堕
獄
の
罪
過
為
後
日
置
文
状
如
件

　
　

嘉
慶
二
年
戊
辰
八
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　

二
位
僧
都　

日
什　
　
　

在
判

　

と
あ
り
、
そ
れ
に
続
い
て
、

「
日
容
曰
く
、
吾
が
、

開
祖
日
什
大
正
師
は
天
台
の
疏
釈
は
固
よ
り
一
代
聖
教
を
極
め
宗
祖
の
御
書
及
び
各
宗
の
諸
書
に
至
る
ま

で
明
ら
め
尽
し
玉
ひ
て
而
し
て
後
に
経
巻
相
承
し
て
一
派
独
立
し
玉
ふ
故
に
、
日
蓮
宗
各
派
の
中
に
も
経

巻
相
承
は
唯
々
開
祖
御
壱
人
に
限
り
て
外
に
は
か
つ
て
無
き
事
な
り
。

然
る
に
末
代
の
我
等
凡
僧
が
経
巻
相
承
じ
ゃ
の
一
派
独
立
じ
ゃ
の
と
云
う
と
も
他
の
許
さ
ざ
る
所
否
な
企

て
及
ぶ
事
能
は
ざ
る
な
り
。
故
に
日
容
も
今
日
独
立
の
質
だ
に
似
た
れ
ど
も
決
し
て
経
巻
相
承
に
あ
ら
ず
、
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七
、
津
山
弘
通
所
の
近
況

　

昭
和
五
十
六
年
九
月
廿
七
日
、
土
居
本
典
寺
に
於
て
津
山
本
蓮
寺
の
現
住
藤
本
聖
勇
上
人
に
お
会
い
し
て
、
津

山
顕
本
講
の
本
拠
で
あ
っ
た
、
津
山
弘
通
所
の
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
尋
ね
た
。

　

発
足
当
時
の
日
容
上
人
の
布
教
の
名
ご
り
が
遺
っ
て
い
る
と
云
え
る
が
、
現
在
は
特
別
の
布
教
行
事
は
や
っ
て

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
又
日
容
上
人
は
当
時
他
宗
の
寺
は
勿
論
、
顕
本
法
華
宗
の
寺
へ
も
参
詣
す
る
事
を
禁
じ
て

い
た
。
最
も
縁
が
深
か
っ
た
津
山
本
蓮
寺
や
岡
山
本
行
寺
で
さ
え
も
参
詣
す
る
事
を
禁
じ
て
い
た
と
い
う
。
ま
し

て
や
神
社
や
他
宗
の
寺
へ
の
参
詣
は
堕
獄
の
悪
行
で
あ
る
と
厳
し
く
い
ま
し
め
て
お
り
、
産
土
の
八
幡
神
社
で
さ

え
も
、
そ
の
前
を
通
り
か
か
り
、
鳥
居
の
前
で
下
駄
の
鼻
緒
が
き
れ
て
も
そ
こ
で
か
が
ん
で
頭
を
下
げ
て
は
参
詣

し
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
い
け
な
い
、
そ
の
ま
ま
通
り
過
ぎ
て
か
ら
緒
を
す
げ
か
え
よ
と
教
え
て
い
た
と
聞
い
て
い

る
。
ま
こ
と
に
そ
の
徹
底
し
た
厳
し
さ
は
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。

　

し
か
し
現
在
は
津
山
で
も
岡
山
で
も
、
か
つ
て
の
顕
本
弘
通
所
の
子
孫
の
人
々
は
そ
れ
ぞ
れ
顕
本
法
華
宗
の
寺

に
参
詣
し
て
い
る
と
い
う
。

　

晩
年
の
日
容
上
人
は
、
本
多
日
生
上
人
が
管
長
職
に
つ
い
て
か
ら
大
学
林
長
と
復
帰
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
こ
の

「
さ
て
過
般
貴
地
顕
本
講
中
何
か
論
ぎ
合
わ
ざ
る
よ
り
存
中
別
住
致
し
候
趣
、
就
て
は
貴
家
様
に
も
何
箇
と

御
尽
力
辱
奉
謝
候
何
分
異
体
同
心
に
修
行
せ
ざ
れ
ば
成
仏
道
に
魔
障
入
り
来
れ
ば
此
上
一
層
異
体
同
心
の

御
信
行
諸
君
へ
希
候
武
田
氏
へ
も
何
卒
異
体
同
心
致
さ
せ
度
候
へ
共
野
衲
は
十
月
上
旬
な
ら
で
は
参
り
難

く
そ
れ
迄
に
も
な
る
べ
く
御
和
融
希
い
度
く
候　

先
は
説
教
所
設
置
に
は
御
尽
力
御
礼
只
此
上
も
宜
し
く

希
い
度
く
如
此
御
座
候
余
は
期
後
便
候　

恐
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
主
日
容

牧
安
次
郎
様
」

　

と
な
っ
て
、
既
に
こ
の
頃
に
お
い
て
も
信
徒
の
間
に
お
い
て
色
々
意
見
の
相
違
が
あ
っ
た
や
に
思
わ
れ
る
。
当

時
岡
山
と
津
山
を
交
互
に
往
来
し
て
布
教
し
て
い
た
上
人
が
、
こ
れ
は
「
岡
山
林
に
て
」、
津
山
の
牧
氏
に
あ
て

た
文
で
あ
る
。
釈
尊
の
場
合
も
、
日
蓮
聖
人
の
場
合
も
、
最
初
布
教
の
途
上
に
お
い
て
は
種
々
の
動
揺
、
反
動
、

波
乱
は
さ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
日
容
上
人
の
御
苦
心
の
一
端
が
こ
の
手
紙
で
し
の
ば
れ
る
。

  


